
　農林水産省ではみどりの食料システム戦略の実現に向けて、将来を担う若い
世代の環境に配慮した取組を促すため、2050年に我が国を担う中核世代であ
る高校生・大学生等が実践した同戦略に基づく優れた活動を表彰する「第１回
みどり戦略学生チャレンジ」を令和６年度に沖縄を含む全国９ブロックで開催
しました。

▲大臣官房長賞を受賞した沖縄県立中部農林高等学校

▲最優秀賞を受賞した沖縄県立美里高等学校

受賞記念撮影

最優秀賞を受賞した
琉球大学の河西氏による取組発表

学生間や学生と当局職員との間での
意見交換の様子

▲農林水産大臣賞を受賞した沖縄工業高等専門学校

「第１回みどり戦略学生チャレンジ
沖縄ブロック大会」の

表彰式等を開催しました！

　
当
局
管
内
か
ら
は
全
11
校
25
組
（
大

学
・
専
門
学
校
の
部
：
２
校
５
組
、
高
校

の
部
：
９
校
20
組
）
の
応
募
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
審
査
で
上
位
の
３
組
が
全
国
大
会

へ
出
場
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
２
月
８
日

に
農
林
水
産
省
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会

で
は
、
沖
縄
工
業
高
等
専
門
学
校
（
大

学
・
専
門
学
校
の
部
）
が
ド
ロ
ー
ン
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
デ
ー
タ
と
発
酵
技
術
で
有
機
農

業
の
体
系
化
を
目
指
す
取
組
で
高
く
評
価

さ
れ
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
ほ

か
、
沖
縄
県
立
中
部
農
林
高
等
学
校
（
高

校
の
部
）
も
県
産
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
の

冷
凍
保
存
技
術
に
関
す
る
取
組
が
評
価
さ

れ
大
臣
官
房
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

 

　
令
和
７
年
３
月
９
日
に
は
、
沖
縄
ブ

ロ
ッ
ク
の
表
彰
式
・
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
表
彰
式
に
は
、
全
国
大
会
出
場
校

３
校
を
含
む
８
校
９
組
（
大
学
等
の
部
：

２
校
３
組
、
高
校
の
部
：
６
校
６
組
）
が

参
加
し
、
琉
球
大
学
の
河
西
寛
太
氏
（
大

学
・
専
門
学
校
の
部
）
と
沖
縄
県
立
美
里

高
等
学
校
（
高
校
の
部
）
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
み
ど
り
戦
略
に

沿
っ
た
優
れ
た
取
組
を
行
っ
た
そ
の
他
の

学
校
に
対
し
て
も
優
秀
賞
か
ら
み
ど
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
ま
で
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
後
に
開
催
し
た
交
流
会
で
は
、

各
校
の
取
組
内
容
等
に
対
し
て
学
生
間
や

学
生
と
当
局
職
員
と
の
間
で
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
農
政
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
２
７

○みどり戦略学生チャレンジへの参加登録数（令和６年５月時点） ○沖縄ブロック大会における受賞校等

第
１
回
み
ど
り
戦
略

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
全
国
大
会

第
１
回
み
ど
り
戦
略

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
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土
産
や
個
人
消
費
用
の
海
外
の
食
肉
製
品

の
ほ
と
ん
ど
は
、
検
査
証
明
書
（※

）
の

取
得
が
難
し
く
、
国
内
に
持
ち
込
む
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
入
国
の
際
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
検
査
証
明
書
と
は
、
家
畜
の
病
気
を
広
げ
る

お
そ
れ
の
な
い
こ
と
を
記
載
し
た
、
輸
出
国
の

政
府
機
関
が
発
行
す
る
証
明
書
で
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
７
２

　
近
年
、
近
隣
国
で
感
染
が
拡
大
し
て
い

る
ア
フ
リ
カ
豚
熱
は
、
豚
や
イ
ノ
シ
シ
に

感
染
す
る
致
死
率
の
高
い
伝
染
病
で
す
。

こ
の
ア
フ
リ
カ
豚
熱
が
国
内
に
侵
入
し
た

場
合
、
畜
産
物
の
安
定
供
給
に
深
刻
な
悪

影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
動
物
検
疫
所
が
検
疫
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

　
感
染
拡
大
の
要
因
と
し
て
は
、
特
に
野

生
イ
ノ
シ
シ
の
関
与
が
極
め
て
大
き
い
と

考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
沖

縄
県
で
は
、
令
和
６
年
12
月
に
ア
フ
リ
カ

豚
熱
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
野
生
イ
ノ
シ
シ

の
死
体
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
た

防
疫
演
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
防
疫
演
習

で
は
、
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
動
物

衛
生
課
や
沖
縄
県
農
林
水
産
部
畜
産
課
、

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
畜

産
研
究
部
門
の
担
当
者
か
ら
、
ア
フ
リ
カ

豚
熱
の
現
状
や
対
策
、
最
新
情
報
に
つ
い

て
の
説
明
後
、
家
畜
保
健
衛
生
所
職
員
指

導
の
も
と
、
市
町
村
職
員
な
ど
が
防
護
服

を
着
用
し
、
消
毒
や
埋
置
、
搬
出
の
作
業

な
ど
の
実
演
・
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ア
フ
リ
カ
豚
熱
な
ど
家
畜
伝
染
病
の
侵

入
防
止
の
た
め
、
国
内
外
か
ら
旅
客
が
到

着
す
る
空
海
港
で
の
靴
底
消
毒
マ
ッ
ト
設

置
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お

い
け
ば
よ
い
か
を
解
説
し
ま
し
た
。

　
全
３
回
で
多
様
な
業
種
か
ら
延
べ
１
０
０

名
を
超
え
る
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
経
済
産
業
部
で
は
、
引
き
続
き
輸
出
拡

大
に
向
け
た
情
報
発
信
や
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部
　
商
務
通
商
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
７
３
１

　
経
済
産
業
部
で
は
、
委
託
事
業
に
よ
り

県
内
小
売
店
等
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
か
ら
身

近
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
購
入
傾
向

や
、
海
外
商
社
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
海
外

ニ
ー
ズ
情
報
等
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め

の
分
析
を
行
い
、
そ
し
て
沖
縄
県
産
品
・

沖
縄
県
内
企
業
側
の
課
題
を
抽
出
し
、
そ

の
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
沖
縄
県
産

品
の
さ
ら
な
る
輸
出
拡
大
に
繋
げ
る
た
め

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
調
査
か
ら

得
ら
れ
た
情
報
を
沖
縄
県
内
企
業
の
皆
さ

ま
に
広
く
共
有
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

や
輸
出
の
拡
大
に
取
り
組
む
た
め
の
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
令
和
７
年
２
月
か
ら

３
月
に
か
け
て
、
全
３
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
は
、
生
産
者
・
製
造
事
業
者
向

け
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
消

費
ト
レ
ン
ド
・
売
れ
筋
の
ジ
ャ
ン
ル
等
を

解
説
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
は
、
卸
・
商
社
向
け
と
し
て
、

20
社
以
上
の
海
外
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
か
ら
得
た
ニ
ー
ズ
等
を
解
説
し
ま
し

た
。

　
第
３
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
得
ら

れ
た
情
報
の
総
合
編
と
し
て
、
海
外
輸
出

に
関
わ
る
現
地
バ
イ
ヤ
ー
の
声
、
海
外
の

消
費
者
の
趣
向
の
理
解
な
ど
、
海
外
展
開

に
向
け
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

野
生
イ
ノ
シ
シ
の
関
与
に
よ
る

ア
フ
リ
カ
豚
熱
侵
入
に
備
え
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
と

輸
出
拡
大
に
向
け
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
！

埋置作業の様子

搬出作業の様子

セミナーの様子（萌す様）

セミナーの様子（Vpon JAPAN様）
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仕
事
の窓窓

No.10経済産業部
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